
鹿児島県内の労働災害（休業４日以上）による死傷者数は、第三次産業を中心に増加傾向にあります。
なかでも「転倒」や、腰痛などの「動作の反動・無理な動作」による労働災害の増加が顕著で、全体
の約４割を占めてます。
そこで、働く人の作業行動に起因する労働災害である「行動災害」を予防するためのセミナーを初

めて開催します！この機会にぜひご参加いただき、事業場内での取り組みにお役立てください。

60歳以上の労働災害が年々増加
年齢層が上がると労働災害も増加

腰痛災害が年々増加
各年では2つの災害で全産業の３４～３８％

主 催

日 時： 令和６年９月24日（火） 14時～16時

S A F E 

厚生労働省 鹿児島労働局（健康安全課 099-223-8279）

鹿児島県小売業SAFE協議会・鹿児島県介護施設SAFE協議会

独立行政法人 労働者健康安全機構

鹿児島産業保健総合支援センター（ 099-252-8002）

会 場： Ｌｉｰｋａ1920 ５階 貸会議室 ＲｏｏｍＡ（鹿児島市中央町19-40）

内 容： 第１部 「労働者の作業行動に起因する労働災害の現状等」

講師：厚生労働省 鹿児島労働局 健康安全課

第２部 「原因に応じた対処法 〜実践に向けて〜」

講師：鹿児島産業保健総合支援センター 産業保健相談員

第３部 「事業場外資源の活用と利用のご案内」

                            講師：鹿児島産業保健総合支援センター 副所長

対 象 者： 事業主、安全衛生担当者

定 員： ７８名（先着）

申込方法： 申込フォーム、２次元コード

※本セミナー参加者を対象にした無料駐車場はございません。

日 時： 令和６年９月24日（火） 14時～16時

申込期限：令和6年9月17日(火)

https://ssl.formman.com/t/iMaT/
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